
「民間公益活動を促進するための休眠預金等に係る資金の活用に関する法律」に基づく事業 
（草の根活動支援事業（全国）） 

「居場所の包括連携によるモデル地域づくりー  

支え合う地域、災害に強い地域、資源の地域循環の一体的実施ー」
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にいざ子どもの未来 包括連携プロジェクト

「民間公益活動を促進するための休眠預金等にかかる資金の活用に関する法律」に基づく事業として採択

され、2021〜2023年度までの助成プロジェクトとして、NPO法人新座子育てネットワークを事務局に実行

委員会を組織し推進しています。

令和３年度は、新座市・新座市教育委員会・新座市商工会の後援、新座市社会福祉協

議会も推進メンバーとしてご協力いただきました。

フードバンク

子どもの居場所の
食を支える

17小学校区に
ひとつずつ

子どもの居場所 
を作る

埼玉県新座市
人口16万人
17小学校区

教育扶助世帯121世帯
母子世帯134世帯

財政非常事態宣言、2020年10月発表
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事務局より
この度は、ご申請くださいましたこと、誠にありがとうございました。
（略）

総合的にみて次のような申請書がより高い評価を得た傾向がありましたこと、ご報告申し上げます。

・ガバナンス・コンプライアンス等組織基盤や実施体制が十分だと感じられる。

・募集事業内容の活動に一致している事業計画になっている。

・事業計画が実施する為の現状が把握されていることが申請書から読み取れる。

・連携を促進し、内部・外部問わず、ステークホルダーとの対話が重要視されている。

・これまでの継続的な活動からの学びや経験を活かして、新しいチャレンジに事業担当
者のみならず関係者が、覚悟を持って取り組もうとしていると感じられる。

　　＜採択団体一＞
・新座子育てネットワーク
・坂井市社会福祉協議会
・堺市社会福祉協議会
・タウンスペースWAKWAK



フードバンク

子ども食堂・居場所整備

2021　ひろば：市内の集会所を借りて開催する、
家でも学校でもない好きなことをしていい場所。
17小学校区で夏冬春休み実施

⬇
2022　ひろば：5ヵ所で定期開催化

⬇
2023　モデル事業：10カ所で定期開催化（変更予定）
全17小学校区全てに定期開催する子どもの居場所整備

フードバンク
2021　プレ実施
レンタル倉庫、冷蔵・冷凍品、常温食材、ひろばやパントリーに提
供

⬇
2022　本実施
貸倉庫契約、冷蔵・冷凍食品、ひろばの居場所に提供

⬇
2023　拡大実施
ひろばの居場所以外にも提供

にいざ子どもの未来応援団

2021　ミッションとビジョンの構築⇨賛同者集め
⬇

2022　5カ年計画と目標の策定（2023〜2027年）
発足に向けた具体的構想、資金調達の仕組みづくりなど、専門家
や金融機関を交えて策定

⬇
2023　発足
5カ年計画の1年目に取り組む

助成終了後も継続して

プロジェクトを支える

にいざ子どもの未来応援団
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さん

新座市
後援

新座市教育
委員会
後援

新座市社会福
祉協議会

包括支援チーム

新座市
商工会
後援

商店

企業

農家

商店会 学生

皆さん

実行委員会
NPO法人新座子育てネットワーク

新座市児童センター
福祉の里児童センター

十文字学園女子大学教授
跡見学園女子大学ボランティアセンター長

だれでも食堂にいざ主催者
ひろばボランティア

日本冒険遊び場づくり協会
まぜこぜ食堂主催者

キャベツの会
新座市商工会

包括支援チーム
NPO法人新座子育てネットワーク

新座市子ども支援課
新座市社会福祉協議会
新座市教育委員会

立教大学
コミュニティ福祉学部

湯澤直美教授

市民のみなさまと　ともに

町内会



新座の子どもを笑顔にするには、皆さまのご支援が不可欠です。  
人・もの・場所・知恵・働き・資金…、こんな応援を求めています。  

 
 

1. 本プロジェクトへの応援宣言をお願いします。

2. 食材・食品・学用品・スポーツ用品・生活用品などのご寄付

3. 従業員の皆様のボランティア活動

4. 事業者様が保有する専門的な技術・技能・知識によるプロボノ活動

5. 職場・工場見学や仕事体験など、子どもたちへの体験活動の機会のご提供

6. 事業で使用していない空き店舗や倉庫など場所の無償・安価での貸与

7. 活動に必要な物を、Amazonみんなで応援プログラムからご支援→　

8. お米券・おもちゃ券・図書券…など、各種金券のご寄付

9. 活動の財源となるお金のご寄付　　
6
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〜応援団の皆さん〜
子どもの未来応援団ホームページ にて応援団のみなさまを
ご紹介しています。

（順不同／2022.4.25現在）

令和3年度

応援団のみなさまからご寄付・ご支援・ご協力をいただきました。

応援団数：20団体（非公開含む）、        

        4個人

応援団のみなさまからのいただいたご寄付 
上質紙・レジ袋・お菓子・田楽こんにゃく・冷凍庫の無償貸与・
ボウリング割引券・ナップサック・ひろば会場の提供、野菜、冷
凍餃子、生麺、パンなど 

 

ひろばの他、子ども食堂やフードパントリーで使用させて
いただきました。 

https://www.ccn.niiza-ksdt.com/%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%A0/%E5%AD%90%E3%81%A9%E3%82%82%E3%81%AE%E6%9C%AA%E6%9D%A5%E3%82%92%E5%BF%9C%E6%8F%B4/%E3%81%AB%E3%81%84%E3%81%96%E5%AD%90%E3%81%A9%E3%82%82%E3%81%AE%E6%9C%AA%E6%9D%A5%E5%BF%9C%E6%8F%B4%E5%9B%A3
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全国各地の方から「Amazonみんな
で応援プログラム」を通じ

162品目（約30万円相当）
のご寄付をいただきました。

企業による社員のボランティア活動  子どもたちへ配る 
「おにぎりづくり」のお手伝い  

個人の方からのご寄付  

個人の方からのご寄付  

令和3年度

応援団のみなさまからご寄付・ご支援・ご協力をいただきました。
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令和3年度活動報告

子どもひろばの実績

開催期間：8月10日から8月27日の間
開催会場数と回数：8会場、16回

子どもの参加人数：
　のべ123名（実人数96名）
ボランティア人数：
　のべ37名（実人数24名）

開催期間：12月の毎週土・日曜日と年
末年始を除く冬休み期間
開催会場数と回数：14会場、28回

子どもの参加人数：
　のべ244名（実人数168名）
ボランティア人数：
　のべ79名（実人数55名）

夏も冬も参加した
子どもの数

50名（実人数）

夏も冬も参加した
ボランティアの数

9名（実人数）
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令和3年度活動報告

子どもひろばの実績

開催期間：2022年3月19日（土）・3月20日（日）、
        3月26日（土）〜4月7日（木）の15日間

開催会場数と回数：15会場、24回
子どもの参加人数：のべ274名（実人数：174名）
ボランティア人数：のべ45名（実人数：39名）
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「ひろば」に皆さんのお力を貸してください

● ボランティア
○ 各会場4名ほどボランティアさんが必要です。

● 子どもたちに渡すランチバッグの中身
○ 食料、おもちゃなどのお楽しみプレゼント

Amazonみんなで応援プログラム
からもご支援できます！

● ひろばで楽しむための物品
○ 布、木材、紙など

● 会場の無料提供などのご協力もお待ちしてます
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応援宣言は下記よりお願いします

個人の方はこちらから
↓

「このプロジェクトに賛同できる」

「お手伝いができることがありそう」「ぜひ一緒にやりたい」

と思ったら、ぜひ応援宣言をお願いします。

団体・企業の方はこちらから
↓
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NPO法人新座子育てネットワークについて 

発    足　1999年（平成11年）9月9日
ＮＰＯ法人  認証   2003年（平成15年）11 月 25 日
ＮＰＯ法人  成立2003年（平成15年）12 月1日

【歴史】
1999年、母親たちが自分たちの困りごとを解決するため、また、子育て中の親子の居場所を作るための子育てサロンが始まりです。 2003年
にNPO法人となり、その後 20年を超える時を経て、様々な子ども、子育て支援に関わる事業を運営し大きく成長しています。

【主な活動】
● 地域子育て支援拠点、民設子育てひろばの運営

○ 子育て支援センター「るーえん」　「セサミ」 …新座市より運営委託

大泉子育てのひろば　わとと …練馬区より事業助成

● 児童センターの運営

○ 新座市児童センター、福祉の里児童センター …新座市より指定管理運営者として管理業務委託

● 自主事業…父親支援、子どもの貧困対策、なかまほいくなど

● 埼玉県委託事業

○ 埼玉県子供の居場所づくり推進事業（ 2019年より）

● 日本生活協同組合連合会委託事業

○ 子どもの貧困に関する学習運動「子どもの未来アクション」（ 2018年より）

● 国、地方自治体、財団、関係機関との連携事業

○ 厚生労働省、総務省、文部科学省、内閣府、埼玉県、新座市、地元大学高校、他

　　　　　　　　　　

NPO法人新座子育てネットワーク
〒352-0017 埼玉県新座市菅沢1−4−5 2F
TEL048-482-5732　FAX048-482-5731
https://www.ccn.niiza-ksdt.com/

https://jccu.coop/
https://www.ccn.niiza-ksdt.com/


NPO法人 新座子育てネットワーク

TEL 048-482-5732　FAX 048-482-5731
（当プロジェクト専用TEL 070−1390−7500）

email:office@ccn01.mygbiz.com
〒352-0017埼玉県新座市菅沢1-4-5-2F

までお気軽にお問い合わせください。
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「にいざ子どもの未来 包括連携プロジェクト」

に関するお問い合わせ　


